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令和６年度 学校教育活動に関するアンケートの結果について 
 

 向春の候、保護者の皆様におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。日頃よ

り学校教育活動へのご理解・ご協力に感謝いたします。過日ご協力いただきました「令和６年度 

学校教育活動に関するアンケート」の結果がまとまりましたのでご報告いたします。 

 

 

 

 

    

上表のようなアンケート結果となりました。「そう思う」「まあまあそう思う」を肯定的評価と考

えますと、ほとんどの項目で高い評価をいただきました。 

特に、子供の生活・学習について、①「毎日楽しく学校に通っている」９３％（昨年度９１％）、③「学

習している内容を理解している」８５％（昨年度８７％）と、高い評価を得られたことは、大変うれしく

思います。ただ、②「進んであいさつをしている」は７９％（昨年度７７％）で、微増したものの、課題

が残る結果となりました。今年度、「今月の生活目標」での取り組み、児童会活動でのあいさつ運動

  項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

① 子供は、毎日楽しく学校に通っている。 5２ 41 ６ １ 

② 子供は、進んであいさつをしている。 2６ 5３ 19 2 

③ 子供は、学習している内容を理解している。 2６ 59 1４ 1 

④ 子供は、「英語科」の授業に意欲的に参加している。【１・２年生保護者のみ回答】  ４１ ４２ 1６ 1 

⑤ 学校は、教育目標・めざす児童の姿・学校のきまりを、わかりやすく伝えている。 34 62 4 ０ 

⑥ 学校は、わかりやすい授業や楽しい授業に努めている。 ４２ 5２ ６ ０ 

⑦ 学校は、読書指導に努めている。 ４３ 4４ 1２ １ 

⑧ 学校は、運動や保健に関する指導などを通して、健康教育に努めている。 3５ ５８ ６ １ 

⑨ 学校は、給食に関する指導などを通して、食育に努めている。 ６２ ３６ 3 0 

⑩ 学校は、子供の安全指導に努めている。 3７ ５６ 6 １ 

⑪ 学校は、けが・病気・事故に対して、迅速かつ適切に対応している。 4７ 47 5 １ 

⑫ 学校は、子供の活動が見られる機会（行事など）を適切につくっている。 5３ 4４ ２ １ 

⑬ 学校は、手紙・ホームページ・メールなどで、学校の様子や必要な情報を発信している。 52 4２ ５ １ 

⑭ 学校は、いじめ防止に対して積極的に取り組んでいる。 ３０ ５８ 1１ １ 

⑮ 
学校は、子供や保護者にとって、学級担任やスクールカウンセラーに相談しやすい

体制を整えている。 
3８ 53 9 ０ 

⑯ 学校は、保護者や地域の方々との連携に努めている。 ３１ ５９ ８ ２ 

表の見方 ・Ａそう思う Ｂまあまあそう思う Ｃあまり思わない Ｄ思わない   

・太字の数字は、肯定的評価（Ａ＋Ｂ）で９０％を超えたもの     （数字は％、小数点以下は四捨五入） 

 

 



の取り組みは成果を得られたと感じています。そのため、これらが一時的な成果で終わってしまっ

ていると考えられます。「いつでも・どこでも・だれにでも」日常的にあいさつをする継続的な努力

が、今後も必要であると感じております。職員一同率先して取り組んでいきたいと考えております。 

また、学校運営について、⑥「わかりやすい授業や楽しい授業」が９４％（昨年度９０％）でした。 

教員の日々の授業研究だけでなく、外部の方々・専門の方々を招いた授業（いわゆる出前授業）で、

本物に触れる機会があったことだと考察します。出前授業は、今年度１５回以上開催し、子供たちの

興味・関心を高める工夫、将来の仕事について考える工夫の１つとなりました。モーモースクール

（酪農体験）においても、たくさんの学びがありました。タブレットを活用した授業は、すっかり浸

透し、よい活用方法は校内で共有しています。 

その他、⑧「健康教育」９３％（昨年度９２％）、⑨「食育」９８％（昨年度９７％）、⑪「けが・病気・

事故に対して、迅速かつ適切」９４％（昨年度９５％）と、本校の教育活動に対して、非常に高い評価を

いただきました。さらに、子供の学校生活が安全で豊かになるよう努めていきます。 

⑯「保護者や地域の方々との連携」では、９０％（昨年度８７％）でした。今年度も、たくさんのご協

力・ご支援ありがとうございました。感謝申し上げます。今後も、子供の学校生活や行事の中で、保

護者や地域の方々とのふれあいをより大切にしながら進められるものにしていきたいと考えており

ます。 

 さらに、⑭「いじめ防止に積極的」８８％（昨年度８８％）、⑮「相談しやすい体制」９１％（昨年度 

９０％）でした。年３回の生活（いじめ）アンケートを実施していますが、このような機会だけに限ら

ず、困ったことがあればすぐに、担任・養護教諭・スクールカウンセラー等、「誰にでも相談できる、

誰にでも相談して良い」という、子供にとって安心できる体制であることを周知していきたいと考

えています。安心して毎日を楽しく過ごせることが、「心身ともに健康で、知性と特性を兼ね備え

た、新しい時代を生きる子どもの育成」という本校が大切にしている学校づくりにつながると考え

ています。 

学校運営協議会の委員の方々には、年３回の参観と協議だけでなく、事前に本アンケート結果を

見ていただき、主に次のようなご意見をいただきました。 

・あいさつは、学校だけでなく、家庭や地域でもしていくもの。子供も大人も率先していける

とよい。 

・朝の通学路では、声を出して元気な子もいれば、そうではない子もいるのが気になる。 

・あいさつの取り組みは大変評価できる。課題が残るのであれば、改善策を出していけばよい。 

・行事を拝見して、とてもまとまっている学校、温かな学校だと感じている。 

・子供たちも先生たちも、アイデアを出しながら楽しんでいるのが感じられた。 

・タブレットを活用する授業では、決して一方通行ではなく、協働的な学びになっていた。 

・日本語指導の教室では、まだ話せない子どもに対して、丁寧に指導がされていた。 

自由記述におきましては、日頃の学習活動や生徒指導に関する温かい言葉を多くいただきました。

貴重なご意見・ご指摘もいただきました。これらについては、真摯に受け止め、職員で検討し、でき

るところから改善してまいります。今後とも、学校が家庭・地域と協力して、本校の教育目標をめざ

していきたいと思います。 


